
JP 2011-528480 A 2011.11.17

10

(57)【要約】
　ジオフェンスデバイスによって受け取られた疑似距離
測定値の第１の集合を使用して即時参照点を決定するこ
と、即時参照点へ参照される動的ジオフェンス区域を規
定すること、疑似距離測定値の第２の集合を使用して測
位を決定すること、及び測位を動的ジオフェンス区域と
比較することによって、動的ジオフェンス区域を創出す
る方法及び装置。１つの態様において、比較結果に基づ
く警報メッセージがユーザへ提示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動的ジオフェンス区域を創出する方法であって、
　ジオフェンスデバイスによって受け取られた疑似距離測定値の第１の集合を使用して即
時参照点を決定することと、
　前記即時参照点へ参照される動的ジオフェンス区域を規定することと、
　疑似距離測定値の第２の集合を使用して測位を決定することと、
　前記測位を前記動的ジオフェンス区域と比較することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　警報メッセージを提示することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　疑似距離測定値の前記第２の集合は、前記ジオフェンスデバイスとは別個の被追跡デバ
イスによって取得される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ジオフェンスデバイスを活性化して、請求項１に記載のプロセスを達成することを
さらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記即時参照点を決定すること及び前記測位を決定することは、位置決定エンティティ
によって達成される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記動的ジオフェンス区域を規定することは、位置追跡及び管理エンティティによって
達成される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記測位を前記動的ジオフェンス区域と比較することは、前記位置追跡及び管理エンテ
ィティによって達成される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記測位が前記動的ジオフェンス区域の外側にあるとき、前記警報メッセージが提示さ
れる、請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　　前記測位が前記動的ジオフェンス区域の内側にあるとき、前記警報メッセージが提示
される、請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記測位を更新し、前記更新された測位を前記動的ジオフェンス区域と比較することを
さらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記測位を更新する前に或る待機時間だけ待機することをさらに備える、請求項１０に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記待機時間は可変期間である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記待機時間は、少なくとも１つのセンサ測定値に依存する可変期間である、請求項１
１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記即時参照点を更新することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記更新された即時参照点に基づいて前記動的ジオフェンス区域を再規定することをさ
らに備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記測位を更新することをさらに備える、請求項１５に記載の方法。
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【請求項１７】
　前記更新された測位を前記再規定された動的ジオフェンス区域と比較することをさらに
備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　動的ジオフェンス区域を創出する方法であって、
　ジオフェンスデバイスによって受け取られた疑似距離測定値の第１の集合を使用して即
時参照点を決定することと、
　前記即時参照点へ参照される動的ジオフェンス区域を規定することと、
　疑似距離測定値の第２の集合を使用して測位を決定することと、
　前記測位を前記動的ジオフェンス区域と比較することと、
　第１の待機時間の後に前記測位を更新することと、
　第２の待機時間の後に前記即時参照点を更新し、前記更新された即時参照点に基づいて
前記動的ジオフェンス区域を再規定することと、
　前記更新された測位を前記再規定された動的ジオフェンス区域と比較することと、
　を備える方法。
【請求項１９】
　前記第１の待機時間は前記第２の待機時間に等しい、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記警報メッセージは、前記測位が前記動的ジオフェンス区域の外側にあるとき提示さ
れる、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記警報メッセージは、前記測位が前記動的ジオフェンス区域の内側にあるとき提示さ
れる、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　前記即時参照点を決定すること及び前記測位を決定することは、位置決定エンティティ
によって達成される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記動的ジオフェンス区域を規定することは、位置追跡及び管理エンティティによって
達成される、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記測位を前記動的ジオフェンス区域と比較することは、前記位置追跡及び管理エンテ
ィティによって達成される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ジオフェンスデバイスを活性化し、請求項１８に記載されたプロセスを達成するこ
とをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２６】
　動的ジオフェンス区域を監視する方法であって、
　ｎ量の被追跡デバイスについてｎ量の動的ジオフェンス区域を規定することと、
　前記ｎ量の動的ジオフェンス区域を監視し、前記ｎ量の動的ジオフェンス区域の間の重
複を決定することと、
　もし前記ｎ量の動的ジオフェンス区域の少なくとも１つが、前記ｎ量の動的ジオフェン
ス区域の少なくとも他の１つと重複するならば、又は重複しないならば、警報メッセージ
を提示することと、
　を備える方法。
【請求項２７】
　前記ｎ量の動的ジオフェンス区域を規定することは、位置追跡及び管理エンティティに
よって達成される、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記ｎ量の動的ジオフェンス区域を監視することは、前記位置追跡及び管理エンティテ
ィによって達成される、請求項２７に記載の方法。
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【請求項２９】
　　ジオフェンスデバイスであって、
　疑似距離測定値の第１の集合を受け取るハードウェアユニットと、
　疑似距離測定値の前記第１の集合に基づいて即時参照点を決定する処理ユニットと、こ
こにおいて、前記処理ユニットは、前記即時参照点に基づいて動的ジオフェンス区域をさ
らに規定する、
　測位を受け取るインタフェースユニットと、ここにおいて、前記処理ユニットは、前記
測位を前記動的ジオフェンス区域と比較する、
　を備えるジオフェンスデバイス。
【請求項３０】
　前記処理ユニットは警報メッセージを提示する、請求項２９に記載のジオフェンスデバ
イス。
【請求項３１】
　前記動的ジオフェンス区域の規定に使用される地図情報を受け取る地図アプリケーショ
ン及びインタフェースユニットをさらに備える、請求項２９に記載のジオフェンスデバイ
ス。
【請求項３２】
　地図データ、前記動的ジオフェンス区域に関連づけられたデータ、又は前記測位の１つ
又は複数を記憶するデータベース管理システムをさらに備える、請求項２９に記載のジオ
フェンスデバイス。
【請求項３３】
　前記動的ジオフェンス区域に関連づけられた前記データ及び前記測位を合成し、前記動
的ジオフェンス区域への前記測位の近接度を計算する追跡エンジンをさらに備える、請求
項３２に記載のジオフェンスデバイス。
【請求項３４】
　記憶されたプログラムコードを含むコンピュータ読み取り可能媒体であって、
　ジオフェンスデバイスによって受け取られた疑似距離測定値の第１の集合を使用して即
時参照点を決定するプログラムコードと、
　前記即時参照点へ参照される動的ジオフェンス区域を規定するプログラムコードと、
　疑似距離測定値の第２の集合を使用して測位を決定するプログラムコードと、
　前記測位を前記動的ジオフェンス区域と比較するプログラムコードと、
　を備えるコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項３５】
　前記測位を更新し、前記更新された測位を前記動的ジオフェンス区域と比較するプログ
ラムコードをさらに備える、請求項３４に記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項３６】
　前記即時参照点を更新するプログラムコードをさらに備える、請求項３４に記載のコン
ピュータ読み取り可能媒体。
【請求項３７】
　前記更新された即時参照点に基づいて前記動的ジオフェンス区域を再規定するプログラ
ムコードをさらに備える、請求項３６に記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項３８】
　前記測位を更新するプログラムコードをさらに備える、請求項３７に記載のコンピュー
タ読み取り可能媒体。
【請求項３９】
　　前記更新された測位を前記再規定された動的ジオフェンス区域と比較するプログラム
コードをさらに備える、請求項３８に記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項４０】
　装置であって、
　ジオフェンスデバイスによって受け取られた疑似距離測定値の第１の集合を使用して即
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時参照点を決定する手段と、
　前記即時参照点へ参照される動的ジオフェンス区域を規定する手段と、
　疑似距離測定値の第２の集合を使用して測位を決定する手段と、
　前記測位を前記動的ジオフェンス区域と比較する手段と、
　を備える装置。
【請求項４１】
　第１の待機時間の後に前記測位を更新する手段と、
　第２の待機時間の後に前記即時参照点を更新し、前記更新された即時参照点に基づいて
前記動的ジオフェンス区域を再規定する手段と、
　前記更新された測位を前記再規定された動的ジオフェンス区域と比較する手段と、
　をさらに備える、請求項４０に記載の装置。
【請求項４２】
　装置であって、
　ｎ量の被追跡デバイスについてｎ量の動的ジオフェンス区域を規定する手段と、
　前記ｎ量の動的ジオフェンス区域を監視し、前記ｎ量の動的ジオフェンス区域の間の重
複を決定する手段と、
　もし前記ｎ量の動的ジオフェンス区域の少なくとも１つが、前記ｎ量の動的ジオフェン
ス区域の少なくとも他の１つと重複するか、又は重複しないならば、警報メッセージを提
示する手段と、
　を備える装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
[関連出願]
　この特許出願は、２００８年７月１６日に出願されて「無線システムにおけるジオフェ
ンスの動的創出の方法」（ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＤＹＮＡＭＩＣ　ＣＲＥＡＴＩＯＮ　
ＯＦ　Ａ　ＧＥＯＦＥＮＣＥ　ＩＮ　Ａ　ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＳＹＳＴＥＭ）の題名を有
する米国仮特許出願６１／０８１，２６５への優先権の利益を主張する。前記米国仮特許
出願は、参照によって前記出願の全体を本明細書の中に組み入れられる。
【０００２】
　この開示は、一般的には、人物、ペット、又は資産を無線で追跡する装置及び方法に関
する。さらに具体的には、この開示は、無線システムにおけるジオフェンス区域の動的創
出に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ジオフェンス追跡は、ターゲット、例えば、人の資産、車両、又は人物の移動を、規定
された地理的境界の内部で監視することである。ジオフェンス追跡は、地理的境界からの
特定ターゲットの移動（例えば、入場又は退出）を追跡及び記録し、特定ターゲットの移
動行動をシステムユーザに警報するために使用される。
【０００４】
　ジオフェンス境界は、一般的に、固定された場所へ参照される。ここでシステムユーザ
は、このユーザが監視したい各々の異なる区域について、地理的境界、又は地理的境界の
参照点を再規定する。こうして、新しいジオフェンス境界が各々の時間に規定される。固
定されたジオフェンス境界では、もし特定ターゲット及び他の特定ターゲットの双方が移
動中であれば、システムユーザは前記他の特定ターゲットに対する前記特定ターゲットを
追跡することができない。移動中のターゲットが、他の移動中のターゲットを包囲する地
理的区域へ入場及び／又は退出したかどうかを決定することも、困難である。
【発明の概要】
【０００５】
　１つの態様によれば、ユーザはジオフェンスデバイスを活性化し、ユーザの現在位置を
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包囲するジオフェンス区域を自動的に規定して、ユーザが自分の現在位置をルックアップ
しジオフェンス区域をプログラムする必要性を無用にする。
【０００６】
　１つの態様によれば、動的ジオフェンス区域を創出する方法は、ジオフェンスデバイス
によって受け取られた疑似距離測定値の第１の集合を使用して即時参照点を決定すること
、即時参照点へ参照される動的ジオフェンス区域を規定すること、疑似距離測定値の第２
の集合を使用して測位を決定すること、及び測位を動的ジオフェンス（地理的フェンス）
区域と比較することを備える。
【０００７】
　他の態様によれば、動的ジオフェンス区域を創出する方法は、ジオフェンスデバイスに
よって受け取られた疑似距離測定値の第１の集合を使用して即時参照点を決定すること、
即時参照点へ参照される動的ジオフェンス区域を規定すること、疑似距離測定値の第２の
集合を使用して測位を決定すること、測位を動的ジオフェンス区域と比較すること、第１
の待機時間の後に測位を更新すること、第２の待機時間の後に即時参照点を更新し、更新
された即時参照点に基づいて動的ジオフェンス区域を再規定すること、及び更新された測
位を、再規定された動的ジオフェンス区域と比較することを備える。
【０００８】
　さらに他の態様によれば、動的ジオフェンス区域を監視する方法は、ｎ量の被追跡デバ
イスについてｎ量の動的ジオフェンス区域を規定すること、ｎ量の動的ジオフェンス区域
を監視してｎ量の動的ジオフェンス区域の間の重複を決定すること、及び、もしｎ量の動
的ジオフェンス区域の少なくとも１つが、ｎ量の動的ジオフェンス区域の少なくとも他の
１つと重複していなければ、警報メッセージを提示することを備える。
【０００９】
　さらに他の態様によれば、ジオフェンスデバイスは、疑似距離測定値の第１の集合を受
け取るＳＰＳアプリケーション及びハードウェアユニット、疑似距離測定値の第１の集合
に基づいて即時参照点を決定する処理ユニット、処理ユニットは即時参照点に基づいて動
的ジオフェンス区域をさらに規定すること、測位を受け取るインタフェースユニット、及
び処理ユニットは測位を動的ジオフェンス区域と比較することを備える。
【００１０】
　さらに他の態様によれば、記憶されたプログラムコードを含むコンピュータ読み取り可
能媒体であって、ジオフェンスデバイスによって受け取られた疑似距離測定値の第１の集
合を使用して即時参照点を決定するプログラムコード、即時参照点へ参照される動的ジオ
フェンス区域を規定するプログラムコード、疑似距離測定値の第２の集合を使用して測位
を決定するプログラムコード、及び測位を動的ジオフェンス区域と比較するプログラムコ
ードを備える。
【００１１】
　他の態様は、下記の詳細な説明から当業者へ直ちに明らかになることが理解される。こ
こで様々な態様及び特徴は、例証によって図示及び説明される。図面及び詳細な説明は、
事実上、例証として見なされるべきであり、限定として見なされるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】資産の追跡を示す例示的流れ図である。
【図２】ターゲットを追跡し、ターゲットが制限区域へ入るのを防止することを示す例示
的流れ図である。
【図３】動的ジオフェンスを使用し、移動中の複数のターゲットを追跡することを示す例
示的流れ図である。
【図４】無線システムにおける動的ジオフェンスの例示的アーキテクチャを示すブロック
図である。
【詳細な説明】
【００１３】
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　添付された図面と関連づけて下記で記述される詳細な説明は、本発明の様々な態様の説
明として意図され、本発明が実施され得る態様のみの表現としては意図されない。この開
示で説明される各態様は、本発明の単なる例又は例証として提供され、必ずしも他の態様
よりも好ましい又は有利であると解釈されるべきではない。詳細な説明は、本発明の完全
な理解を提供するため具体的詳細部分を含む。しかしながら、これらの具体的詳細部分な
しに本発明を実施してもよいことが当業者に明らかであろう。幾つかの例において、本発
明の概念を不明瞭にすることを避けるため、周知の構造及びデバイスはブロック図で示さ
れる。頭字語及び他の記述用語は、単に便宜的に及び明瞭にするために使用され、本発明
の範囲を限定することを意図されない。
【００１４】
　本明細書で説明される様々な例証的論理ブロック、モジュール、及び回路は、１つ又は
複数のプロセッサを用いて実現又は達成される。プロセッサは、汎用プロセッサ、例えば
マイクロプロセッサ、特定応用プロセッサ、例えばディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、又はソフトウェアをサポートできる任意の他のハードウェアプラットフォームであって
もよい。ソフトウェアは広く解釈され、命令、データ構造、又はプログラムコードの任意
の組み合わせを意味し、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード
、又は他の用語で呼ばれる。代替として、プロセッサは、特定用途集積回路（ＡＳＩＣ）
、プログラマブル・ロジック・デバイス（ＰＬＤ）、フィールド・プログラマブル・ゲー
ト・アレイ（ＦＰＧＡ）、コントローラ、マイクロコントローラ、状態機械、離散的ハー
ドウェアコンポーネントの組み合わせ、又はこれらの任意の組み合わせであってもよい。
本明細書で説明される様々な例証的論理ブロック、モジュール、及び回路は、ソフトウェ
アを記憶する機械読み取り可能媒体を含んでもよい。機械読み取り可能媒体は、１つ又は
複数の記憶デバイス、伝送線、又はデータ信号を符号化する搬送波を含んでもよい。
【００１５】
　図１は、資産の追跡を示す例示的流れ図である。図１はブロックの例示的組み合わせ及
び順序を提示していることを、当業者は理解するであろう。図１で提示されたブロックの
様々な他の組み合わせ及び順序は、開示の趣旨又は範囲から逸脱することなく、当業者へ
直ちに明らかであろう。
【００１６】
　ブロック１０５において、ジオフェンスデバイス１０００は、即時参照点に対して動的
ジオフェンス区域を規定する。動的ジオフェンス区域は任意のポリゴンであり、最も単純
な区域は円である。即時参照点に対して動的ジオフェンス区域を規定するため、ジオフェ
ンスデバイス１００は最初に即時参照点の測位を取得する。即時参照点に対して具体的な
地理的境界を選び、このようなものとして動的ジオフェンス区域を規定することによって
、動的ジオフェンス区域が即時参照点に対して規定される。ここで即時参照点は、一度確
立されると移動しない。ユーザは、この時点で、このユーザの必要に適したものとして動
的ジオフェンス区域を規定する。１つの態様において、即時参照点は動的ジオフェンス区
域から任意の距離にあってもよく、動的ジオフェンス区域の内側にあること、動的ジオフ
ェンス区域の縁にあること、又は動的ジオフェンス区域の外側にあることを含む。即時参
照点に対して動的ジオフェンス区域を規定する最も簡単な配列の１つは、円の中心に即時
参照点を有することである。この場合、円は特定半径を有する動的ジオフェンス区域を規
定する。１つの態様において、動的ジオフェンス区域の形状及びパラメータがジオフェン
スデバイス１０００の中へ前もってプログラムされる。ユーザはジオフェンスデバイス１
０００を活性化し、疑似距離測定値を受け取る。この疑似距離測定値は、測位を計算する
ために使用される。この測位は即時参照点となる。次いで、この即時参照点は動的ジオフ
ェンス区域を規定するために使用される。この態様において、ユーザは自分の現在位置を
決定する必要はなく、又はジオフェンス区域をどのように規定するかを決定する必要はな
い。１つの例において、ユーザはジオフェンスデバイスを活性化し、ジオフェンスデバイ
スは図１で示されるプロセスを達成する。
【００１７】
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　測位（position fix）の決定では、疑似距離測定値が取得される。疑似距離測定値は、
多様なモードで取得され得る。これらのモードは、非限定的に、システム支援を有しない
単独型衛星測位システム（ＳＰＳ）、初期化システム支援を有するＭＳベース（移動局ベ
ース）ＳＰＳ、外部エンティティが測位を達成するＭＳ支援（移動局支援）、ＣＤＭＡセ
クタ三角測量に基づくＡＦＬＴ（先進順方向リンク三辺測量）、ＳＰＳ及びＣＤＭＡセク
タ三角測量に基づくハイブリッド、及びセクタ場所に基づくセクタセンタを含む。ＳＰＳ
は、全地球測位システム（ＧＰＳ）、ガリレオ（Ｇａｌｉｌｅｏ）、ＧＬＯＮＡＳＳ、Ｇ
ＮＳＳ、及びこれらのシステムの組み合わせ又は将来開発される衛星システムからの衛星
を使用する任意のシステムを含む。さらに、幾つかの測位決定システムは、疑似衛星、又
は衛星と疑似衛星との組み合わせを利用する。疑似衛星は地上送信機である。この地上送
信機は、ＳＰＳによって提供される時間と同期する搬送波信号の上で変調された測距符号
、例えばＰＮ符号（ＧＰＳ又はＣＤＭＡセルラ信号に類似する）をブロードキャストする
。疑似衛星は、周回軌道衛星からの信号が利用できない事態に有用である。追加の地上測
距源、例えばＡＦＬＴは、代替の測位システムとして使用されてもよい。当業者は、疑似
距離測定値を取得するための他の衛星ベース源又は地上ベース源も利用可能であることを
理解するであろう。
【００１８】
　ブロック１１０では、第１の被追跡デバイス１００６によって疑似距離測定値が受け取
られる。ブロック１１５では、受け取られた疑似距離測定値に基づいて第１の被追跡デバ
イス１００６の測位が決定される。１つの態様において、第１の被追跡デバイス１００６
は、受け取られた疑似距離測定値から自分の測位を決定するコンポーネントを含む。他の
態様において、第１の被追跡デバイス１００６は疑似距離測定値を外部の位置決定エンテ
ィティ１００８へ中継し、位置決定エンティティ１００８は測位を決定し、第１の被追跡
デバイスの測位を第１の被追跡デバイス１００６へ戻す。他の態様において、第１の被追
跡デバイス１００６は疑似距離測定値をジオフェンスデバイス１０００へ中継し、ジオフ
ェンスデバイス１０００は第１の被追跡デバイスの測位を決定する。
【００１９】
　ブロック１２０では、第１の被追跡デバイスの測位が動的ジオフェンス区域の外側にあ
るかどうかを決定する。この決定は、第１の被追跡デバイス１００６、外部デバイス、例
えば位置追跡管理エンティティ６２０、又はジオフェンスデバイス１０００によって行わ
れ得る。
【００２０】
　もし第１の被追跡デバイスの測位が動的ジオフェンス区域の外側になければ、ブロック
１２５へ進む。ブロック１２５において、プロセスは、ブロック１１０へ戻って疑似距離
測定値の次の集合を受け取る前に、時間Ｔ１だけ待機しなければならない。時間Ｔ１は、
ユーザ、他のオペレータ、システムパラメータ、又はアプリケーション自体によって構成
されるシステムパラメータである。１つの態様において、時間Ｔ１は、疑似距離測定値を
取得する間の固定期間を表す。他の態様において、時間Ｔ１は可変期間である。１つの態
様において、時間Ｔ１は、センサ、例えば非限定的に、慣性センサの測定値によって決定
又は変更される。例えば、第１の被追跡デバイスの移動が検出された事象において、測定
された移動の大きさに従って時間Ｔ１が変更される。もし慣性センサの測定値が、比較的
短い時間量で大きな移動量を表示するならば、時間Ｔ１は低減され、疑似距離測定値の次
の集合が即時に収集される。当業者は、開示の範囲又は趣旨に影響することなく、多様な
センサが使用されてもよいことを理解するであろう。例えば、第１の被追跡デバイスを有
する自動車で窓が破壊されたことを表示するセンサ測定値は、時間Ｔ１を低減するために
使用され得る。他の例において、センサは第１の被追跡デバイスのバッテリ電力を測定し
、それに従って時間Ｔ１を変更する。もしバッテリ電力が十分であれば、バッテリ電力が
空に近い場合よりも、時間Ｔ１は短くされる。他の例において、センサは日中か夜間かを
感知し、それに従って時間Ｔ１を変更する。さらに他の例では、第１の被追跡デバイスと
動的ジオフェンス区域の境界との間の相対的距離に従って時間Ｔ１が調整される。例えば
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、第１の被追跡デバイスが境界に近づくにつれて、時間Ｔ１が低減される。
【００２１】
　もし第１の被追跡デバイスの測位が動的ジオフェンス区域の外側にあれば、ブロック１
３０へ進む。ブロック１３０では、警報メッセージが提示される。１つの態様において、
ジオフェンスデバイス１０００は警報メッセージをユーザへ提示し、ユーザは警報メッセ
ージを他の人物、デバイス、又はシステムへ中継する選択肢を有する。他の態様において
、ジオフェンスデバイス１０００は警報メッセージを他の人物、デバイス、又はシステム
へ中継する。代替として、外部デバイス、例えば位置追跡管理エンティティ６２０は、警
報メッセージを他の人物、デバイス、又はシステムへ中継する。ジオフェンスデバイス１
０００及び第１の被追跡デバイス１００６は、別個のデバイス又は単一のデバイスであり
得る。ジオフェンスデバイス１０００及び第１の被追跡デバイス１００６が単一のデバイ
スである例では、別個のデバイス、例えば、ユーザが所有する無線電話などへ警報メッセ
ージが中継される。１つの態様において、第１の被追跡デバイスの測位は定期的に更新さ
れ、動的ジオフェンス区域と比較される。幾つかの応用において、図１で説明されるプロ
セスは、ブロック１３０で警報メッセージが提示された後に反復されることを、当業者は
認識するであろう。
【００２２】
　図１の流れ図は、資産、例えば車両、宝石、又は他の有形物を追跡するために使用され
てもよいことを、当業者は認識するであろう。例えば、レストランへ車を走らせているユ
ーザは、レストランの外に駐車し、ジオフェンスデバイス１０００を活性化し、ジオフェ
ンスデバイス１０００を活性化することによって創出された即時参照点に対して動的ジオ
フェンス区域を設定する。例えば、ユーザのジオフェンスデバイス１０００を活性化する
ことによって、ユーザが自分の現在位置を決定する必要なしに、又はユーザが自分の動的
ジオフェンス区域の限界線を規定する必要なしに、動的ジオフェンス区域が創出される。
１つの態様において、動的ジオフェンス区域の特性は前もって規定されている。他の態様
では、動的ジオフェンス区域に関連づけられた簡単なパラメータが、ユーザによって調整
され得る。ユーザは自分の車に第１の被追跡デバイス１００６を取り付けてもよい。ユー
ザがレストランに居る間、もし車（即ち、第１の被追跡デバイス）が動的ジオフェンス区
域の外側へ移動するならば、（ユーザが所有する）ジオフェンスデバイス１０００へ警報
メッセージが送られ、ユーザの車が移動したことをユーザへ警報する。ジオフェンスデバ
イス及び第１の被追跡デバイスが単一のデバイスである他の例において、ユーザは自分の
車の中でジオフェンスデバイスを活性化し、動的ジオフェンス区域を創出する。もし車が
動的ジオフェンス区域の外側へ移動するならば、警報メッセージをユーザへ表示できるデ
バイスへ警報メッセージが送られる。
【００２３】
　同様に、他の例は、出張旅行で留守になるユーザが、家屋の中で宝石類の保護を確実に
したい場合である。ユーザはジオフェンスデバイス１０００を活性化し、ジオフェンスデ
バイス１０００を活性化することによって創出された即時参照点に対して動的ジオフェン
ス区域を設定することによって、動的ジオフェンス区域が自分の家屋の限界線となるよう
に設定し得る。ここで、即時参照点は家屋内の参照点であり得る。ユーザは自分の宝石類
に第１の被追跡デバイス１００６を取り付ける。もし宝石類（即ち、第１の被追跡デバイ
ス）が動的ジオフェンス区域の外側へ移動されれば（例えば、宝石類が家屋の外側へ持ち
出されれば）、警報メッセージがジオフェンスデバイス１０００へ送られてユーザに警報
する。１つの例において、ユーザは自分の宝石が許可なく家屋から移動されたことを当局
へ通知する。他の例において、ジオフェンスデバイス１０００は第２の警報メッセージを
第三者、例えば警察又はセキュリティ当局へ提示する。追加的に、第１の被追跡デバイス
１００６が警報メッセージを当局へ直接送り得る。１つの態様では、資産を監視する代わ
りに、第１の被追跡デバイス１００６を人物に取り付け、動的ジオフェンス区域に対する
この人物の移動を監視し得る。
【００２４】
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　図２は、ターゲットを追跡して、ターゲットが制限区域へ入ることを防止することを示
す例示的流れ図である。ブロックの例示的組み合わせ及び順序を図２が提示していること
を、当業者は理解するであろう。図２で提示されるブロックの様々な他の組み合わせ及び
順序は、開示の趣旨又は範囲から逸脱することなく、当業者に直ちに明らかであろう。
【００２５】
　図２のブロック２０５～２１５は、図１のブロック１０５～１１５と機能的に同じであ
るが、例外として、第１の被追跡デバイス１００６が第２の被追跡デバイス１０１１によ
って置換されている。ユーザはジオフェンスデバイス１０００を活性化し、疑似距離測定
値を受け取る。疑似距離測定値は、測位を計算するために使用される。測位は即時参照点
となり、この即時参照点は動的ジオフェンス区域を規定するために使用される。この態様
では、ユーザが自分の現在位置を決定する必要はなく、又はジオフェンス区域をどのよう
に規定するかを決定する必要はない。１つの例において、ユーザはジオフェンスデバイス
を活性化し、ジオフェンスデバイスは図２で示されるプロセスを達成する。
【００２６】
　ブロック２２０において、第２の被追跡デバイスの測位は動的ジオフェンス区域の内側
にあるかどうかが決定される。１つの態様において、この決定は第２の被追跡デバイス１
０１１によって行われるか、又は外部デバイス、例えば位置追跡管理エンティティ６２０
又はジオフェンスデバイス１０００によって行われる。もし第２の被追跡デバイスの測位
が動的ジオフェンス区域の内側になければ、ブロック２２５へ進む。ブロック２２５にお
いて、プロセスは、ブロック２１０へ進んで疑似距離測定値の次の集合を受け取る前に、
時間Ｔ２だけ待機しなければならない。時間Ｔ２は、ユーザ、他のオペレータ、又はアプ
リケーション自体によって構成されるシステムパラメータである。時間Ｔ２は、疑似距離
測定値を取得する間の時間区間を設定する。もし第２の被追跡デバイスの測位が動的ジオ
フェンス区域の内側にあれば、ブロック２３０へ進む。ブロック２３０では、警報メッセ
ージが提示される。１つの態様において、ジオフェンスデバイス１０００は警報メッセー
ジをユーザへ提示する。次いでユーザは、警報メッセージを他の人物、デバイス、又はシ
ステムへ提示する。他の態様において、ジオフェンスデバイス１０００は警報メッセージ
を他の人物、デバイス、又はシステムへ中継する。代替として、外部デバイス、例えば、
位置追跡管理エンティティ６２０が、警報メッセージを他の人物、デバイス、又はシステ
ムへ中継する。時間Ｔ１と同じく、時間Ｔ２は、他のパラメータ、例えば、時間Ｔ１の文
脈で論述された例（例えば、センサ測定値）に依存して、疑似距離測定値を取得する間の
固定期間を表すか可変期間を表す。同様に、第２の被追跡デバイス１０１１及びジオフェ
ンスデバイス１０００は、２つの別個のデバイスであるか、単一のデバイスであり得る。
１つの態様において、第２の被追跡デバイスの測位は定期的に更新され、動的ジオフェン
ス区域と比較される。幾つかの応用では、ブロック２３０の警報メッセージが提示された
後、図２で説明されるプロセスが反復されることを、当業者は認識するであろう。
【００２７】
　ターゲットを追跡して、ターゲットが制限区域へ入ることを防止するため、図２の流れ
図が使用されてもよいことを、当業者は認識するであろう。例えば、行楽地に居る母親は
、彼女の１０代の子供が行楽地の酒場区域へ入ることを防止したいかも知れない。母親は
酒場区域へ入って彼女のジオフェンスデバイス１０００を活性化し、制限された酒場区域
の周りに動的ジオフェンス区域を創出する。１つの例において、１０代の子供は第２の被
追跡デバイス１０１１を携行する。もし第２の被追跡デバイス１０１１の位置が動的ジオ
フェンス区域の内側へ移動するならば、警報メッセージが母親へ提示される（例えば、彼
女のジオフェンスデバイスを介して）。他の例において、母親は酒場区域へ入ってジオフ
ェンスデバイス１０００を活性化し、酒場区域の周りに動的ジオフェンス区域を創出する
。次いで母親は、ジオフェンスデバイス１０００を彼女の１０代の子供へ与える。もし１
０代の子供（即ち、ジオフェンスデバイス１０００）が酒場区域（即ち、動的ジオフェン
ス区域）へ入るならば、別個のデバイスを介して警報メッセージが母親へ提示される。図
１及び図２の流れ図は、提示された例へ限定されず、動的ジオフェンス区域に対するター
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ゲットの移動を監視する多数の例を包含し得ることを、当業者は理解するであろう。
【００２８】
　図３は、動的ジオフェンスを使用して複数のターゲットを追跡することを示す例示的流
れ図である。ブロックの例示的組み合わせ及び順序を図３が提示していることを、当業者
は理解するであろう。図３で提示されるブロックの様々な他の組み合わせ及び順序は、開
示の趣旨又は範囲から逸脱することなく、当業者へ直ちに明らかであろう。
【００２９】
　ブロック３１０において、ジオフェンスデバイス１０００は、ジオフェンスプロトコル
が活性化されたことをチェックして検証する。例えば、ユーザはジオフェンスデバイス１
０００の上のボタンを押すことによって、ジオフェンスプロトコルを活性化する。１つの
態様において、ジオフェンスデバイス１０００がオンであるとき、このデバイスはジオフ
ェンスプロトコルが活性化されていることを定期的にチェックして検証する。どれくらい
の頻度で定期的チェックが行われるかは、ユーザ、他のオペレータ、又はアプリケーショ
ン自体によって構成されるシステムパラメータであることを、当業者は理解するであろう
。ユーザはジオフェンスデバイス１０００を活性化し、測位を計算するために使用される
疑似距離測定値を受け取る。測位は即時参照点となり、次いで即時参照点は動的ジオフェ
ンス区域を規定するために使用される。この態様において、ユーザは自分の現在位置を決
定する必要はなく、又はジオフェンス区域をどのように規定するかを決定する必要はない
。１つの例において、ユーザはジオフェンスデバイスを活性化し、ジオフェンスデバイス
は図３で示されるプロセスを達成する。
【００３０】
　もしジオフェンスプロトコルが活性化されていれば、ブロック３３５及び３２０へ進む
。ブロック３３５では、第３の被追跡デバイス１０２０が疑似距離測定値を受け取り、ブ
ロック３４０では、受け取られた疑似距離測定値に基づいて、第３の被追跡デバイスの測
位が決定される。１つの態様において、第３の被追跡デバイス１０２０は自分の測位を決
定するコンポーネントを含む。他の態様において、第３の被追跡デバイス１０２０は疑似
距離測定値を外部デバイス、例えば位置決定エンティティ１００８へ中継し、位置決定エ
ンティティ１００８は第３の被追跡デバイスの測位を決定する。他の態様において、第３
の被追跡デバイス１０２０は疑似距離測定値をジオフェンスデバイス１０００へ中継し、
ジオフェンスデバイス１０００は第３の被追跡デバイスの測位を決定する。ブロック３４
０から、ブロック３４５へ進む。
【００３１】
　ブロック３２０では、ジオフェンスデバイス１０００によって疑似距離測定値が受け取
られる。ブロック３２５では、受け取られた疑似距離測定値を使用してジオフェンスデバ
イスの測位が決定される。１つの態様において、ジオフェンスデバイス１０００は自分の
測位を決定するコンポーネントを含む。他の態様において、ジオフェンスデバイス１００
０は疑似距離測定値を外部デバイス、例えば位置決定エンティティ１００８へ中継し、位
置決定エンティティ１００８はジオフェンスデバイスの測位を決定する。
【００３２】
　１つの態様において、ジオフェンスデバイスの測位は即時参照点を規定する。ブロック
３３０では、動的ジオフェンス区域が即時参照点に対して規定される。ブロック３３０に
おいて、プロセスは、ブロック３２０へ戻って疑似距離測定値の次の集合を受け取る前に
、時間Ｔ３だけ待機する。時間Ｔ１と同じく、時間Ｔ３は、他のパラメータ、例えば、時
間Ｔ１の文脈で論述された例（例えば、センサ測定値）に依存して、疑似距離測定値を取
得する間の固定期間又は可変期間を表し得る。
【００３３】
　ブロック３４５では、第３の被追跡デバイスの測位は、ブロック３３０で規定された動
的ジオフェンス区域の外側にあるかどうかが決定される。この決定は、第３の被追跡デバ
イス１０２０、外部デバイス、例えば位置追跡管理エンティティ６２０、又はジオフェン
スデバイス１０００によって行われ得る。もし第３の被追跡デバイス１０２０が動的ジオ
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フェンス区域の外側にあれば、ブロック３５０へ進む。ブロック３５０では、警報メッセ
ージが提示される。１つの態様では、ジオフェンスデバイス１０００が警報メッセージを
ユーザへ提示する。他の態様において、警報メッセージは他の人物、デバイス、又はシス
テムへ提示される。もし第３の被追跡デバイス１０２０が動的ジオフェンス区域の外側に
なければ、プロセスは、ブロック３３５へ戻って疑似距離測定値の次の集合を受け取る前
に、時間Ｔ４だけ待機する。時間Ｔ１と同じく、時間Ｔ４は、他のパラメータ、例えば、
時間Ｔ１の文脈で論述された例（例えば、センサ測定値）に依存して、疑似距離測定値を
取得する間の固定期間又は可変期間を表し得る。１つの例において、時間Ｔ４は時間Ｔ３
に等しい。
【００３４】
　１つの態様において、第３の被追跡デバイスの測位は定期的に更新され、動的ジオフェ
ンス区域と比較される。１つの態様では、即時参照点が定期的に更新され、更新された第
一の即時参照点に基づいて動的ジオフェンス区域が再規定される。一度、動的ジオフェン
ス区域が再規定されると、更新された測位が、再規定されたジオフェンス区域と比較され
る。幾つかのアプリケーションでは、ブロック３５０の警報メッセージが提示された後、
図３で説明されたプロセスが反復されることを、当業者は認識するであろう。
【００３５】
　動的ジオフェンスを使用して複数のターゲットを追跡するため、図３の流れ図が使用さ
れてもよいことを、当業者は認識するであろう。そのような使用は、後で説明される。例
えば、母親は、商店街の中でショッピングをしている間、彼女の子供（又は、複数のター
ゲットを追跡する場合には、子供達）を彼女の近くに引き留めておきたいと望むかも知れ
ない。母親は、彼女のジオフェンスデバイス１０００を活性化し、彼女の即時参照点に対
して動的ジオフェンス区域を規定することによって、動的ジオフェンス区域を彼女の周り
に設定する。１つの例において、母親は動的ジオフェンス区域を彼女のジオフェンスデバ
イス１０００からＸフィート（例えば、２０フィート）の限界線として規定する。母親が
商店街を移動するにつれて（即ち、ジオフェンスデバイス１０００が移動するにつれて）
、即時参照点は新しい測位を用いて更新され、ジオフェンスデバイス１０００は、ジオフ
ェンスプロトコルが活性化されている限り、更新された即時参照点に対して動的ジオフェ
ンス区域を定期的に再規定する。母親は子供に第３の被追跡デバイス１０２０を取り付け
得る。もし子供（即ち、第３の被追跡デバイスの測位）が動的ジオフェンス区域の外側へ
移動するならば、警報メッセージがジオフェンスデバイス１０００へ送られ、許可された
限界線を子供が通過して迷子になったことを母親に警報する。１つの態様において、母親
はジオフェンスデバイス１０００を調べ、彼女の子供を発見するため動的ジオフェンス区
域の図形表示及び子供の第３の被追跡デバイスの測位を観察する。
【００３６】
　他の例において、警察官は、行動制約命令によって行動を制約された人物（別名は「被
制約人物」）を監視することを望む。警察官は、ジオフェンスデバイス１０００を活性化
し、行動制約命令により保護される人物（別名は「被保護人物」）の即時参照点に対して
動的ジオフェンス区域を設定することによって、被保護人物の周りに動的ジオフェンス区
域を確立し得る。被保護人物が移動するにつれて、ジオフェンスデバイス１０００は、被
保護人物の更新された即時参照点に対して動的ジオフェンス区域を定期的に再規定する。
警察官は被制約人物に第３の被追跡デバイス１０２０を取り付け得る。もし被制約人物（
即ち、第３の被追跡デバイス）が動的ジオフェンス区域の内側へ移動するならば、ジオフ
ェンスデバイス１０００は警報メッセージを警察官へ送り、被制約人物が行動制約命令に
違反したことを警察官に警報する。１つの態様において、警察官は、被制約人物を発見し
て逮捕するため、動的ジオフェンス区域の図形表示及び被制約人物の測位（即ち、第３の
被追跡デバイスの測位）を調べる。１つの態様において、警報メッセージは被保護人物（
即ち、ジオフェンスデバイス）へも提示され、被制約人物がジオフェンス区域へ入ったこ
とを被保護人物に警報する。この例において、ブロック３４５は、第３の被追跡デバイス
の測位が動的ジオフェンス区域の（外側ではなく）内側にあるかどうかを決定する。
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【００３７】
　図４は、被追跡デバイス６０１及びジオフェンスデバイス１０００を含む無線システム
における動的ジオフェンスの例示的アーキテクチャを示すブロック図である。描写された
幾何学的配置は、図１～３の例示的流れ図の任意のもの、又はこの開示の範囲に入る任意
の数の他のプロセスを達成するように適応される。ブロックの例示的組み合わせ及び順序
を図４が提示することを、当業者は理解するであろう。図４で提示されるブロックの様々
な他の組み合わせ及び順序は、開示の趣旨及び範囲から逸脱することなく、当業者に直ち
に明らかであろう。
【００３８】
　１つの態様において、例えば、被追跡デバイス６０１はＬＤＣ（「低デューティサイク
ル」）トランシーバを備える。他の態様において、被追跡デバイス６０１は、無線移動デ
バイス、例えば、非限定的に、パームトレオ７００ｗ（Ｐａｌｍ　Ｔｒｅｏ　７００ｗ）
、又はリサーチ・イン・モーション（ブラックベリー）（Ｒｅｓｅａｒｃｈ－ｉｎ－Ｍｏ
ｔｉｏｎ（Ｂｌａｃｋｂｅｒｒｙ））、アップル（Ａｐｐｌｅ）、イーテン（Ｅ－ＴＥＮ
）、エイチティーシー（ＨＴＣ）、ノキア（Ｎｏｋｉａ）、モトローラ（Ｍｏｔｏｒｏｌ
ａ）、サムスン（Ｓａｍｓｕｎｇ）、ソニーエリクソン（Ｓｏｎｙ　Ｅｒｉｃｓｓｏｎ）
、又はその他による他の移動デバイスを備えてもよい。非追跡デバイス６０１の選択は、
ユーザ、他のオペレータ、又はシステム設計者によって選択されるシステムパラメータで
ある。
【００３９】
　１つの態様において、ジオフェンスデバイス１０００は、アプリケーションを記憶及び
実行できる無線移動デバイスを表す。図４で示されるジオフェンスデバイス１０００及び
このデバイスの構成は非追跡デバイス６０１の構成でもあり得ることを、当業者は認識す
るであろう。図４では、パームトレオ７００ｗ（Ｐａｌｍ　Ｔｒｅｏ　７００ｗ）が１つ
の例として示される。他の代替の移動デバイスは、非限定的に、リサーチ・イン・モーシ
ョン（ブラックベリー）、アップル、イーテン、エイチティーシー、ノキア、モトローラ
、サムスン、ソニーエリクソン、又はその他からのデバイスを含む。これらのデバイスは
、例えば、シンビアン（シンビアン社）（Ｓｙｍｂｉａｎ（Ｓｙｍｂｉａｎ，Ｉｎｃ．）
）、ウィンドウズ（登録商標）モバイル（マイクロソフト）（Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標
）　Ｍｏｂｉｌｅ（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ））、ブラックベリー（リサーチ・イン・モーシ
ョン）（Ｂｌａｃｋｂｅｒｒｙ（Ｒｅｓｅａｒｃｈ－ｉｎ－Ｍｏｔｉｏｎ））、リナック
ス（登録商標）（Ｌｉｎｕｘ（登録商標））、パーム（パームソース／アクセス）（Ｐａ
ｌｍ（ＰａｌｍＳｏｕｒｃｅ／Ａｃｃｅｓｓ））、オーエステン（アップル）（ＯＳ－Ｘ
（Ａｐｐｌｅ））、又はその他を含むオペレーティングシステムの上で実行する。他の態
様において、ジオフェンスデバイス１０００はＬＤＣトランシーバである。
【００４０】
　１つの例において、ジオフェンスデバイス１０００は、疑似距離測定値を受け取るＳＰ
Ｓアプリケーション及びハードウェア６０７を備える。データベースマネージャ６０８、
ユーザ・デバイス・データベース６０９、及び／又は履歴データベース６１０は、ジオフ
ェンスデバイス１０００の内部でデータベース管理システム（「ＤＢＭＳ」）６１１を備
える。ＤＢＭＳ６１１は、地図表示、動的ジオフェンス区域に関連づけられたデータ、及
び／又は測位のための記憶域を提供する。追加的に、ＤＢＭＳ６１１は、ジオフェンスデ
バイス１０００の上で実行するシステムアプリケーションのための記憶域も提供する。１
つの例において、ジオフェンスデバイス１０００はアプリケーション初期化及び管理ユニ
ット６１４及びアプリケーション・ユーザ・インタフェース・ユニット６１５を含む。連
携して働くとき、アプリケーション初期化及び管理ユニット６１４及びアプリケーション
・ユーザ・インタフェース・ユニット６１５は、ジオフェンスデバイス１０００の上で実
行するシステムアプリケーションを初期化、制御、及び管理する。ジオフェンスデバイス
１０００は、非限定的に、シンビアン、ウィンドウズ（登録商標）モバイル、ブラックベ
リー、リナックス（登録商標）、パーム、オーエステン、又はその他を含むオペレーティ
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ングシステムの中で、この機能性を実現する。列記されたオペレーティグシステムは単な
る例であること、及び、この開示の趣旨及び範囲に影響することなく他のオペレーティン
グシステムが使用されてもよいことを、当業者は理解するであろう。代替として、アプリ
ケーションの初期化、制御、及び管理の全て又は幾つかは、ジオフェンスデバイス１００
０の中に存在する特定のオペレーティングシステムから別々に達成されてもよい。１つの
例において、追跡エンジン６１６は、データベースマネージャ６０８、アプリケーション
初期化及び管理ユニット６１４、アプリケーション・ユーザ・インタフェース・ユニット
６１５、地図アプリケーション及びインタフェースユニット６１２、及び被追跡デバイス
アプリケーション及びインタフェースユニット６１３へ接続される。追跡エンジン６１６
は、例えば、動的ジオフェンス区域及び測位に関連づけられたデータを合成し、動的ジオ
フェンス区域への測位の近接度を計算する。１つの態様において、追跡エンジン６１６は
ジオフェンスデバイス１０００の内部チップセットと連携し、取得されたデータを合成し
、地図、動的ジオフェンス区域、及び／又は測位をユーザ・ディスプレイ・デバイスの上
に表示する。（図４で示されているような）ジオフェンスデバイス１０００の内部のコン
ポーネントは単なる例として提供されていることを、当業者は理解するであろう。ジオフ
ェンスデバイス１０００は、開示の趣旨及び範囲から逸脱することなく、図４で示されて
いない他のコンポーネントを含むか、又は図４で示されているコンポーネントの幾つかを
含まなくてもよい。１つの態様において、ジオフェンスデバイス１０００は処理ユニット
を含み、この処理ユニットは疑似距離測定値に基づいて即時参照点を決定し、即時参照点
に基づいて動的ジオフェンス区域を規定する。１つの態様において、処理ユニットは測位
を動的ジオフェンス区域と比較し、比較結果をユーザ、他の人物、他のデバイス、及び／
又は他のシステムへ提示する。１つの態様において、処理ユニットは次の１つ又は複数を
含む。即ち、データベースマネージャ６０８、ユーザ・デバイス・データベース６０９、
履歴データベース６１０、アプリケーション初期化及び管理ユニット６１４、アプリケー
ション・ユーザ・インタフェース・ユニット６１５、地図アプリケーション及びインタフ
ェースユニット６１２、被追跡デバイスアプリケーション及びインタフェースユニット６
１３、追跡エンジン６１６、又はＳＰＳアプリケーション及びハードウェア６０７である
。
【００４１】
　図４で示されるように、被追跡デバイス６０１は携帯電話ネットワーク６０４へ接続さ
れる。１つの態様において被追跡デバイス６０１への情報及び被追跡デバイス６０１から
の情報を中継するために使用される携帯電話ネットワーク６０４は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ
、ＧＳＭ（登録商標）、又は他の無線エアインタフェースを備える。さらに、１つの態様
において、携帯電話ネットワーク６０４はＩＰ（「インターネットプロトコル」）ネット
ワーク６０５及びＳＭＳ（「ショート・メッセージ・サービス」）ネットワーク６０６へ
接続される。ＩＰネットワーク６０５は、データがネットワーク（例えば、インターネッ
ト）を介して１つのホストから他のホストへ送られるシステムである。ＳＭＳネットワー
ク６０６は、デバイス間で短いテキストメッセージを送る。１つの態様において、携帯電
話ネットワーク６０４は被追跡デバイス６０１からＩＰネットワーク６０５及びＳＭＳネ
ットワーク６０６へデータを中継する。他の態様において、被追跡デバイス６０１は、図
４で示されるように、ＩＰネットワーク６０５及びＳＭＳネットワーク６０６へ直接接続
される。１つの態様において、ジオフェンスデバイス１０００は、同様に、携帯電話ネッ
トワーク６０４、ＩＰネットワーク６０５、及び／又はＳＭＳネットワーク６０６へ接続
される。又は、ジオフェンスデバイス１０００は、携帯電話ネットワーク６０４を介して
ＩＰネットワーク６０５及びＳＭＳネットワーク６０６へ接続されてもよい。被追跡デバ
イス及び／又はジオフェンスデバイスを、携帯電話ネットワーク６０４、ＳＭＳネットワ
ーク６０６、又はＩＰネットワーク６０５の１つ又は複数へ接続することは、デバイス間
の情報中継の柔軟性を可能にする。
【００４２】
　１つの例において、ジオフェンスデバイスは、（このデバイスの地図アプリケーション
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及びインタフェース６１２を介して）ＩＰネットワーク６０５又は携帯電話ネットワーク
６０４へ接続される。マップポイント・ウェブ・サービス（Ｍａｐｐｏｉｎｔ　Ｗｅｂ　
Ｓｅｒｖｉｃｅ）６１７も、ＩＰネットワーク６０５又は携帯電話ネットワーク６０４へ
接続される。マップポイント・ウェブ・サービス６１７は、このサービスの地図データベ
ース６１８からジオフェンスデバイス１０００へ情報を中継し得る。追加的に、測位デー
タは、ＩＰネットワーク６０５又は携帯電話ネットワーク６０４を介して、被追跡デバイ
ス６０１又は位置決定エンティティ１００８からジオフェンスデバイス１０００へ中継さ
れ得る。
【００４３】
　１つの例において、被追跡デバイス６０１は、ＳＭＳテキストメッセージを、ＳＭＳネ
ットワーク６０６又は携帯電話ネットワーク６０４を介して、ジオフェンスデバイス１０
００へ送る、またはその逆もある。代替として、位置追跡管理エンティティ６２０はＳＭ
Ｓテキストメッセージをジオフェンスデバイス１０００又は被追跡デバイス６０１へ送る
。ＳＭＳテキストメッセージ１０３９を受け取ると、ジオフェンスデバイス１０００又は
被追跡デバイス６０１は、ＳＭＳテキストメッセージ１０３９をユーザに表示する。
【００４４】
　１つの態様において、被追跡デバイス６０１は疑似距離測定値をＳＰＳ衛星及び／又は
地上源から受け取り、自分の測位を計算する。代替として、被追跡デバイス６０１は疑似
距離測定値をジオフェンスデバイス１０００又は位置決定エンティティ１００８へ中継し
、ジオフェンスデバイス１０００又は位置決定エンティティ１００８が被追跡デバイス６
０１の測位を計算する。同様に、ジオフェンスデバイスは疑似距離測定値をＳＰＳ衛星又
は地上源６０３から受け取り、自分の測位を計算する。代替として、ジオフェンスデバイ
スは疑似距離測定値を位置決定エンティティ１００８へ中継し、位置決定エンティティ１
００８がジオフェンスデバイス１０００の測位を計算する。１つの態様において、ＩＰネ
ットワーク６０５は位置追跡及び管理エンティティ（ＰＴＭＥ）６２０へ接続される。１
つの例において、ＰＴＭＥ６２０はジオフェンスデバイス１０００、被追跡デバイス６０
１、及び／又は位置決定エンティティ１００８から測位を受け取る。ＰＴＭＥ６２０は動
的ジオフェンス区域を規定し、測位を動的ジオフェンス区域と比較して、測位が外側にあ
るか内側にあるかを決定する。次いで決定は、ジオフェンスデバイス１０００、被追跡デ
バイス６０１、又は他の指定されたデバイスの１つ又は複数へ中継される。この例におい
て、ジオフェンスデバイス１０００及び／又は被追跡デバイス６０１は簡単なデバイスで
あり、この簡単なデバイスがデータを中継し、ＰＴＭＥ６２０からのメッセージを表示す
る。
【００４５】
　１つの態様において、ターゲットの集合の移動を監視するため、ＰＴＭＥ６２０が使用
される。集合の中の各ターゲットは、被追跡デバイス６０１を取り付けられる。動的ジオ
フェンス区域は、各々の被追跡デバイスについて規定される。こうして、ｎ量の被追跡デ
バイスについて、ｎ量の動的ジオフェンス区域がそれぞれ存在する。動的ジオフェンス区
域は、各ターゲットの個々の移動に従って個々に更新される。ＰＴＭＥ６２０は動的ジオ
フェンス区域の各々を監視し、動的ジオフェンス区域の間の重複を決定する。１つの例に
おいて、もし動的ジオフェンス区域のいずれか１つが、少なくとも１つの他の動的ジオフ
ェンス区域と重複しなければ、警報メッセージがユーザへ提示される。１つの例において
、ｎ量のターゲット及びｎ量の被追跡デバイス、及び対応するｎ量の動的ジオフェンス区
域が存在する。ここで、ｎは任意の量である。１つの例において、各ターゲットは子供で
ある。もし１人の子供がグループから迷子になれば（即ち、この子供の関連づけられた動
的ジオフェンス区域は、もはや他の子供の動的ジオフェンス区域と重複しない）、警報メ
ッセージが保護者（即ち、ユーザ）へ提示される。この例において、被追跡デバイスは簡
単なデバイスであり、この簡単なデバイスが疑似距離測定値を受け取って、疑似距離測定
値を位置決定エンティティ１００８へ中継し、位置決定エンティティ１００８は測位を決
定して、測位をＰＴＭＥ６２０へ中継する。ＰＴＭＥ６２０は動的ジオフェンス区域を規
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定する。
【００４６】
　開示された態様のこれまでの説明は、当業者に本開示を作成又は使用させるために提供
される。これらの態様への様々な修正は、当業者へ直ちに明らかであろう。本明細書の中
で規定された一般的原理は、開示の趣旨又は範囲から逸脱することなく他の態様へ応用さ
れてもよい。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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